
 

第 1 0 号  
平成 18 年 4 月 11 日 
幸手市民環境会議

（幸手市環境課内）

TEL48-0331 

今回・観察できた動植物 

・ナナホシテントウムシ ・コガタルリハムシ ・オオイヌフグリ  

・ヒメオドリコソウ ・ヨモギ ・ノビル ・ギシギシ ・ホトケノザ ・ハコベ 

☆モグラの土の盛り上げ ・ヒヨドリ ・シラサギ ・ゴイサギ 

 

 

 

 
 

（市民環境会議各グループの活動から） 

中川は光の春に ～早春・中川探検ウォーク～  
 晴れわたった青い空は『光の春』であっても、今朝の最低気温は氷点下の－１．２°Ｃ。 
 
 盛夏の頃とちがい、３月上旬の中川は

まだまだモノクローム的な世界が広がっ

ています。しかし河川敷内におりてみる

と、ヒヨドリやシラサギ、ゴイサギなど

の元気な姿を発見し、春はすぐ近くまで

きていることを感じます。 
 今回の探検ウォークには『ＮＰＯとよ

あしはら』の山本氏の参加をいただき、

総計 10 人で早春の観察会を行いました。 
 

 探検ウォークの目的は、中川の自然環

境を調べ、流域の豊かな環境を守り、ど

う育てていくべきか、そのための基礎的

な調査をすることにあります。今回の探

検では「宇和田公園」の意味・価値につ

いても調査しました。流域の環境保全の

面から中川と宇和田公園をどう結びつ

けていくべきなのか、山本氏よりご指導

をいただきました。 
 今年一年間の調査・研究をもとに、

「中川探検マップ」を完成させたいと考

えています。さらに１９年度からは、多くの方々と一緒に探検ウォークが実施できること

を市民環境会議は目標としていきます。 

 生きものたちのつぶやき、春の足音が感じられる早春の一日でした。 

平成１８年３月４日（土）                      （石井） 

エコニュース  
さって  
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（市民環境会議各グループの活動） 

５月にはサツマイモを植えよう！ 
～第３回落ち葉リサイクル腐葉土つくり～ 
 
 新しい参加者も加わっ

て、腐葉土つくりをしま

した。３月２５日（土） 
 腐葉土は、もう少し時間が

かかるようです。 

 次回は、サツマイモを植え

ることを決めました。腐葉土

床の切り替えし作業が終わ

った後、借りた農地をみんな

で見に行き、約 50 坪の縄張

りをしました。 

そのあと、有志の方で新井さんの畑を

見学しました。新井さんのご好意にあま

えてお庭を借りて懇談をしました。あり

がとうございました。 
第 3 回腐葉土つくりが一般市民の参加

と、権現堂川地区環境保全協議会の皆さ

んのご協力を得ながら順調に進んでおり

ます。次回は、5 月 13 日（土）を予定し

ていますので、多くの皆さんのご参加を

お待ちしております。   （本田） 

 
 

この夏、アサガオを楽しんでみませんか 
光化学スモッグによるアサガオ被害調査～モニター募集～ 

説明会：５月 21 日（日）13 時～14 時、(場所）環境科学国際センター（騎西町） 

苗の配布：６月 17 日（土）～25 日（日） 
栽培期間：６月 26 日（月）～７月 28 日（月） 

測定・記録：７月 29 日（土）～31 日（月） 

問い合わせ：℡0480-73-8370 環境科学国際センター自然環境担当 三浦・小川 

・私は去年参加しましたが、楽しみながら調査に協力できるモニターです。 
５本の苗を育てるだけで、「測定」も目視で簡単です。光化学スモッグを実感できました。

測定が終わる頃から、花が咲始め９月半ばまで毎日楽しめます。スカーレットオハラとい

う、園芸店でもよく見かける品種で、真紅の花が日中近くまで咲きます。病中害も少なく

作りやすい品種です。 
ちょっと聞いてみたいと思ったら、事務局まで電話を下さい。      （本田） 
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もったいなかんべばあさん 

市町参加率ﾍﾞｽﾄﾃﾝ 
      （％） 
1 位 戸田市  12.7 
2 位 東松山市 12.3 
3 位 幸手市  10.2 
4 位 熊谷市   9.7 
5 位 毛呂山町  8.3 

１本をリサイクルするとき減らせる二酸化炭素の重さ 

幸手市は第３位  エコライフＤＡＹ２００５・埼玉 
 
埼玉県全域の地球温暖化防止事業である、エコラ

イフＤＡＹ２００５・埼玉の集計が発表されまし

た。幸手市では、昨年 12 月 4 日に実施しましたが、

参加率は１０％を超えて、参加した３８市町の中で

第３位に入りました。 

ご協力ありがとうございました。 

参加者数   167,243 人（県民の２・９％） 
二酸化炭素の削減量  15.2 トン 
これは、杉の木 1100 本が 1 年間に吸収する二酸化炭素の量に相当します。 
3 月に県の報告会が開かれ、市町以外の浦和東高校の取組みや事業者（日本食材、さい

たまコープ）の取組みも紹介されました。着実に広がっています。幸手市も今年はさらに

もう一歩進めたいと思います。                      （本田） 
 

『 も っ た い な い ば あ さ ん 』 そ の ⑥     

（真珠まりこ） 

 きょうも あの ばあさんが 

 やって きた― 

「もったいない こと して ないかい？」 
 エコライフＤＡＹでは、「市・町・村のゴミ出しルールにした

がって分けた。（ビン・カン・ペットボトルなど）」という項目 

があります。一日でへらせる２酸化炭素の重さは１１５ｇとな

っています。皆さんは如何ですか。下の図を見ながら、考えて

みましょう。できるだけ使わなくすると、もっと温暖化防止に効果があります。 

１０月からは、ゴミ収集の有料化も始まります。資源ゴミは、しっかり分別しましょう。 
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その他の活動グループ ：幸手権現堂桜堤保存会、幸手ひがし幼稚園、エコ・グリーン幸手、

暮らしの会、上高野婦人会 

☆行行幸幸湖湖にに「「浮浮島島」」のの看看板板がが立立ちちままししたた 
行幸湖遊歩道の噴水の看板の近くに「浮島」の看板を立てました。 

よく見ると、浮島には水鳥が羽を休めているのが観察されます。もしかし

たら、巣を作ったのかもしれません。 
 

☆２月２４日（金）、幸手地産地消研究会は近隣の「朝市」の見

学研修会をしました。菖蒲・グリーンセンター、大利根・道の駅、羽生・

ＪＡ農産物直売所、キャッセ、行田直売所、宮代・森の市場。 
 

☆２月２２日（水）、権現堂川小学校の４年生２２人は権現堂川地域環境保

全会の会員の協力で、校庭で栽培したケナフを材料にして、紙すきを体験しました。 

〔３月２９日（水）読売新聞掲載〕 

 

４～５月の行事・活動

落ち葉で堆肥を作ろう 
５月 13 日（土）１時－３時 

場所：ひばりヶ丘桜泉園 

 腐葉土床の切り返しとサツマイモの植え

付けをします。 

新しい参加者歓迎します。（2ページ参照） 

＊問合せ 市環境保全課 ℡48ｰ0331 

 …………………………………… 

幸手自然愛護会（会員 約８０名） 

＊問合せ 横田さん ℡43ｰ1373 

４月 16 日（日）10:30 

講演「幸手市域のトンボ類」 

講師 長須房次郎 

自然愛護会の総会終了後。自由参加。 

 …………………………………… 

４月 25 日（火）8:30 

フジバカマお守り隊 

 権現堂堤の自生地の除草。 

 …………………………………… 

５月 14 日（日）10－14 時 

自然愛護会ふれあいウォーク 

集合場所 北公民館 

自高須賀池周辺の自然観察 

幸手地産地消研究会 （会員 40 名） 

火、木、日曜日 10 時、土曜日 12 時 

ゆうあい農産物直売所 
場所：幸手郵便局東隣 

夕市（りそな銀行駐車場、第１土曜日午後

5-8 時）にも参加しています。 

＊問合せ 増田さん ℡42ｰ3813 

 …………………………………… 

花いっぱい咲かせ隊 （会員約 30 名） 

４月 15 日（土）、５月 20 日（土） 

 毎月第３土曜日 

花壇の整備 
場所：駅入り口（御成街道交差点）、市 役 

  所モニュメント、幸橋など５カ所 

＊問合せ 折原さん ℡42ｰ1459 

 …………………………………… 

権現堂川地域環境保全協議会 

５月         （会員約 500 名） 

ケナフの種まき 
4 年生のこどもたちと校庭の花壇にケナ

フの種をまきます。 

場所：権現堂川小学校 

＊問合せ 上竹さん ℡42ｰ3423 

 

 

 

 


